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１　はじめに

　頭地下手遺跡から石錘が出土することは、古くか

ら知られていた（註 1）。遺跡内に開学した頭地東小

学校には校庭から出土した遺物が保管されていたが、

そのうち石錘 36点と石皿について私は短い報告をし

ている（註 2）。このとき、石錘の平均重量は 133.7g

であった。

　今回の発掘調査では 1,351 点の石錘が出土した。

その多くは礫の長軸両端を打ち欠いた礫石錘であり、

短軸両端を打ち欠いたものは少ない。この他、長軸両

端に擦切溝をそなえた切目石錘は 6点あり、全周す

る溝をもつ有溝石錘が 2点ある。

　まず、頭地下手遺跡の石錘の特質を、その重量から

みてみたい。石錘の重量は 110g にピークをもつ単峰

性ヒストグラムであり、右に裾を引いた分布を示す

（Fig.1）。裾部の 210g 以上を別にすれば分布はほぼ

対称であるので、この数字で a類（10～ 210g）と b

類（220 ～ 450g）に区分できる。すべての石錘の平

均重量は 126.6g、a 類の平均重量は 117.4g となる。

切目石錘は重量 50 ～ 159g で平均重量は 90.5g、有
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溝石錘は重量 78、206g であり、ともに a 類に属し

ている。以上から、頭地下手遺跡から出土した石錘は、

小型（10～ 110g）、中型（120 ～ 210g）、大型（220

～ 450g）と、まとめることができよう。

　さて、石錘はその形の類似性から漠然と漁網錘と考

えられてきたが、渡辺誠博士は石錘の用途が多様性

に富むことを明らかにした（註 3）。渡辺氏は編み物

に用いる石錘の重量とその製品について次のとおり 4

群に整理している。                                                                                                                             

　第 1群 （20g ～ 80g）　タテ糸の間隔は 1cm前後、

対象製品は編布、目の細かいハバキ等。

　第 2群 （80g ～ 250g）　間隔は 2㎝～数 cm前後、

対象製品は目の粗いハバキ、腰カゴ、背負

いカゴ、紙漉きの簾各種、スノコ等。

　第 3群 （110g～470g）　間隔が10㎝～20cm前後、

対象製品は米俵、炭俵、各種のコモ、ミノ、

ウケ等。

　第 4群 （360g ～ 880g）　間隔が 15cm～ 30cm前

後、対象製品は雪囲簾、エリ等の大型品。
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Fig.1　頭地下手遺跡出土石錘重量分布
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　なお、すべての礫石錘を漁網錘ではない、と判断し

ている訳ではなく、「木曽川流域の若干の遺跡で安藤

正義氏によって確認されているように、礫石錘でも切

目石錘程度に軽量で、しかも切目石錘が岐阜県下に出

現する中期後半以降に出現し、立地条件も河岸段丘と

いった資料については、将来大いに注目していきた

い。」としている（註 4）。

　ここでは、切目石錘、有溝石錘及び打欠石錘からな

る a類（小型、中型のあるもの）を漁網錘と考えてお

く。打欠石錘のみの b類（大型）は漁網石錘以外の

用途となり、渡辺氏の想定した第 3群、第 4群に該

当しよう。

　併せて、網漁業のテーマのうち、技術としての網の

研究は除き、その捕獲対象について推定してみたい。

漁場である川辺川がどのような河で、漁撈対象として

どんな魚類が生息するか調べてみよう。

２　川辺川の河川環境
　川辺川は球磨川の最大支流で、八代市泉、五家荘

と宮崎県椎葉村の境界をなす国見岳（標高 1,729 ｍ）

と五木村西部の六本杉山（標高 1,149 ｍ）の谷合に

源を発し五木村の中央を貫流する五木川と、西方から

流れくる五木小川とが合流して川辺川となる。その合

流地点が頭地下手遺跡のある頭地地区で、さらに南流

した川辺川は相良村で球磨川に合流する。その流域延

長は 62㎞、流域面積は 533k㎡である。

　相良村に川辺川ダムが計画されて以来、さまざまな

環境調査が実施されている。その中から主題に関係す

るデータを取り上げてみたい（註 5）。

　現代の川辺川の河川環境は、河床勾配等から以下の

とおり 5型に区分できると考えられている（Tab.1）。

　(1)　山麓を流れる川　川辺川の山口谷川合流点よ

り下流で、河床勾配は比較的緩

く、河川沿いには低地がみられ

る。流路の上空は完全に開けて

おり、広い間隔で平瀬や早瀬が

連続している。

　(2)　山地を流れる川　山口谷川合流点から椎原に

かけての川辺川、頭地から平瀬

にかけての五木小川で、山岳地

形を呈し、河川の上空は開け、

山腹を刻む渓谷を流下する。

　(3)　渓流的な川　　椎原上流の川辺川、平瀬上流

の五木小川あるいは川辺川に流

入する支川で、河岸の樹木が河

川の上空を覆い、河川の所々に

小滝があり、早瀬と淵が多く分

布する。

　(4)　源流的な川　　河床勾配が急な支川で、階段

状の小滝が多く、河岸の樹木が河

川の上空を完全に覆っている。

　(5)　止水域　　　　内谷ダムなどによる「止水域」

が約 3.5km存在する。

　頭地下手遺跡は「山地を流れる川」に面した河岸段

丘上に位置する。なお、当該地の河川形態は河床勾配

が連続的に変化する上流から中流への移行型（Aa―

Bb 型）に属している。この河川形態型が頭地下手遺

跡の水産資源を支えた環境である。次に捕獲対象魚に

Tab.1　川辺川流域における河川域の環境類型区分とその特徴
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ついて検討してみよう。

３　川辺川の魚類
　縄文時代から今日まで河川環境には大きな変化はな

いので、現代の魚種データは参考になる。

　川辺川の魚類は 17 種が知られているが、1980 年

から 1984 年にかけての調査では以下の 15種が確認

されている（註 6）。なお、ニジマスはアメリカ産、

ワカサギは国内産の移入種である。

　(1)　ヤマメ　�����	���	��������

　(2)　ニジマス　��������
�����


　(3)　アユ　����������������
���
�

　(4)　ワカサギ　��
������

　(5)　カマツカ　�������
������
���

　(6)　ウグイ　���
��������	�������
�

　(7)　タカハヤ　�����������


　(8)　カワムツ　 ���������
���



　(9)　オイカワ　 �����
����
��

　(10)　フナ　!�
�
�������

�

　(11)　コイ　!�����
����������

　(12)　ナマズ　�����
������������

　(13)　ウナギ　"���
������
��
��

　(14)　ドンコ　���������
����������

　(15)　ヨシノボリ　#	
�����
�����������

　調査地点ごとの魚種の多寡も明示されている。頭地

下手遺跡のある頭地地区では、優占種はウグイ（地方

名イダ）、多いものはタカハヤ（地方名アブラメ）、普

通に生息する種にアユ、カワムツ、オイカワ、ウナギ

がある。とくにウグイ（イダ）、タカハヤ（アブラメ）は、

各調査地点で優占種や多数種を占めているので、後述

するが、縄文時代にも捕獲対象魚であろう。

４　川辺川の川漁の歴史
　五木村の過去の川漁の数量を示すデータは明治時代

からである。関連記録類から魚についての記述を取り

上げてみよう。

　今日、球磨川は鮎漁で全国に知られている。これは

昭和 7年（1932）以来の増産事業として、アユの人

口孵化事業と稚アユの放流がなされた結果である。ま

た、昭和 11 年（1936）からはニジマスの増殖事業

が開始された（註 7）。もちろん、球磨川とその支流

のアユは増産事業の前から有名であった。明治 8年

（1875）の五木村の地誌には、村内の河川（川辺川本

流と支流）の産出魚について以下のように記されて

いる（註 8）。文中の東川は川辺川、西川は五木小川、

竹ノ川は下梶原川である。

　　 東川　巾十五間　深一間　洪水五尺　此水源八代

郡五家村ニシテ村ノ中央ニテ谷川合シ又西川モ合

ス水清ク石大ナル急流也筏ハ通スレドモ舟ハ通セ

ズ流末川辺川ト云四浦村外四カ村を過キ求麻川ニ

合ス鱗介鮎イダ魚鱒鰻スツポン類也

　　 西川　巾五間　深一間　洪水四尺　此水源該村中

村山ヨリ出テ水清ク石大ナル急流也字地頭村ノ下

ニテ東川ニ合ス魚類鱒

　　 竹ノ川　巾五間　深一間　洪水四尺　此水源該村

梶原山ヨリ出テ竹ノ川村ニテ東川ニ合ス水清ク石

大ナル急流也魚類イダ魚鱒
熊本県頭地下手遺跡出土の石錘について　 

Tab.2　河川域の主な動植物と環境類型との関係
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　併せて、猟師とその生産量について、以下のように

記している。

　　 猟舟二十三艘　猟師四十人　是ハ農間ニ谷川ノ魚

ヲ取ル猟師也　凡一カ年獲ル処　鮎十貫目　イダ

魚十貫目　鰻三貫

　猟師（魚も獲る）の数が多いことが注目される。狩

猟のほかに漁猟も貴重な蛋白源であり、五木村につい

ては、このようにアユ、イダ（ウグイ）、ウナギが特

記してある。

　ちなみに、明治 8年（1875）の球磨郡全体の魚種

と収量は以下のとおりである。川辺川とは異なる魚種

となり、下流のスズキ等も取り上げられている。

　　 鮎千八百八十二貫五百目　鰻七百六十六貫三百目

　イダ魚五百二十四貫七百目　小鮎串指三万三千

本　鮒九十六貫目　鱒六貫目　鱸二十七貫目　ウ

グイ百三十四貫目　スッポン十三貫目

　さて、五木地区の伝統的漁法は、民俗調査の結果、

以下の方法が知られている（註 6）。

　(1)　一週間漬け 　柳の小枝を直径 40㎝程にまるめ

た罠を自製の竹カゴにいれ谷川の

底に沈めたもので、一週間程漬け

ておくと、ウナギ、イダ（ウグイ）、

フグラ（ダンコ）が獲れた。

　(2)　ウナギカゴ 　ウナギメゴやウケともよばれ 60

㎝程の細長い竹カゴをウナギの通

る道にかけた。

　(3)　ハリアミ　 　刺し網でアユを獲った。アユ獲

りには投網と釣り（友釣り）も行

われた。

　なお、川辺川の下流域にあたる相良村の漁法には。

ウグイ（イダ）漁として「子持ち網」が紹介されてい

る（註 7）。

　　 　二メートル×二メートルの網を用意する。竹を

十字に組み四方から網の四隅に竹をおろし結ぶ。

川の岸辺から竹竿につるし川底に沈める。網の上

にはササの葉をたくさんかぶせておく、網の上流

には石を積み上げると流がよどむ。するとイダ、

ハエなどがたくさん集まってくる。そこをみはか

らって網を上げると一回で一升～五合くらいの小

魚が入っている。魚の種類はイダの子が多かった

という。

　また、昭和 63年（1988）から 2年間の調査では、

川漁について以下のような聞き取りがあった（註 9）。

　　 　発電所等の施設が完成する前は、ちょっと川へ

投げ網でももって行くと一貫目（3.75 キロ）ぐ

らいの川魚はすぐ捕れておったという。特に、イ

ダ（ウグイ）、アユ、マダラ（ヤマメ）が多かっ

た

５　礫石錘の類例と用途
　川辺川水系の遺跡には、石錘の出土状況を比較、検

討できる遺跡は少ない。そこで、石川県南部、加賀地

方 12 遺跡 204 点の石錘について検討した山本直人

氏の研究を参照することとしたい（註 10）。山本氏に

よれば、石錘を出土した遺跡のうち河川流域の 4遺

跡の礫石錘（打欠石錘）の重量は 8～ 870g であり、

Tab.3　対象地域から出土した縄文時代錘具の重量に関する基本統計量
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犀川、浅野川流域の東市瀬、笠舞 A、北塚の 3遺跡で

は 40 ～ 110g のものが多く、160g をこえると点数

が少なくなった。対して、莇生遺跡では 20 ～ 100g

の軽量のものが多く、120g をこえるのは少なくなる

傾向にある、と分析した。そして、考古資料や文献資

料、民俗資料では漁網錘は 3g前後から 90g までが多

く、110g を超えるものは極めて少なくなるので、8g

から 110g の礫石錘（打欠石錘）が漁網錘になる可能

性がある、と結論している。

　つまり、石錘の重量には遺跡ごとに差異があること

を指摘して、漁網錘と推定したが、この結論からすれ

ば、石川県南部の遺跡出土石錘に比して、頭地下手遺

跡のものは総体として重いこととなる。

　また、武蔵野・多摩・鶴見地区の 4,100 箇所以上

の縄文遺跡のうち 234 遺跡から 3,800 点の土錘、石

錘が出土している。これらを分析した近藤康久氏によ

ると、石錘の時期ごとの数値は Tab.3 のとおりである

（註 11）。時期ごとに差異があるが、頭地下手遺跡は

中期と近い値をとることが注目される。

　おって、石錘には、漁網錘とされているものの中

に編み物用の錘具もあることは指摘されていた（註

12）。先述のように、渡辺誠博士は民具の分析で編み

物用の石錘を実証的に研究し、併せて住居跡での礫石

錘の出土状況を分析し、縄文時代に多い礫石錘は漁網

錘とみなし難いとした（註 4）。この点につき、名古

屋大学博物館に寄贈された角田文衞博士コレクション

（秋田県角間崎貝塚出土）の石錘を紹介した吉田泰幸

氏は、礫石錘を編物用の錘具とする渡辺説の根拠を次

のように要約し、紹介している（註 13）。

　(1)　粗い打ち欠きが漁網錘に適さない。

　(2) 　縄文時代において漁網錘であることが確実な

土器片錘、切目石錘、有溝石錘と比べて、重い

ものが多い。

　(3) 　礫石錘出土遺跡の立地は水域に近いものばか

りではない。

　(4) 　住居址内でまとまって出土することがあり、

後の時代にみられる自然石利用の編物用石錘出

土位置と類似している。

　以上の諸点から頭地下手遺跡出土の石錘を検討する

と、遺跡の立地としては河川に臨む場所にあり、豊富

な水産資源が食糧獲得の対象にならなかったとは考え

にくい。ただし、漁撈があったことは推定されるもの

の、発掘調査で魚骨等、関連遺物が検出されておらず、

今後の当該地区での調査の注目点のひとつである。

　頭地下手遺跡から多量に出土した石錘の用途は次の

ように考える。石錘の重量分析では、その分布は右に

延びる単峰性のヒストグラムとなり、異質な性格を

もった別系列のデータが混入しているとはみられな

い。そこで、最頻度中央値から対称の値をとりその

範囲に入る頭地下手遺跡石錘 a類、それ以上（210g）

の値の頭地下手遺跡石錘 b類を設定した。

　a類の軽量のものは漁網錘であると考える。

　b類は編物用の錘具とみられる。

　なお、頭地下手遺跡 a類石錘の重量は平均 117.4g

であり、他事例の通有より高い数値を示している。

６　まとめ
　以上の検討結果を列記し、課題についても述べてみ

たい。

　(1) 　頭地下手遺跡では縄文後期前半期の石錘が

1,351 点出土し、九州島で最多数の出土数であ

る。種類は礫石錘の他、切目石錘（6点）、有溝

石錘（2点）である。

　(2) 　石錘の重量の統計処理から 210g を境として a

類、b 類の 2類に分かれる。このうち a 類に漁

網錘が含まれる可能性が高い。b類は編物用の

錘具と考える。

　(3) 　a 類も重量の最頻度中央値（110g）を境に大、

小に二分できる。大については編物用の錘具が

混在している可能性もあるが、どれが該当する

か具体的に抽出できない。

　(4) 　縄文期に、川辺川を漁場とした網漁があった

と考えるが、その場合、網は刺網であると想定

される。対象魚類は、生態学、民俗学的な資料

でみればウグイ、タカハヤ、アユ、カワムツ、
熊本県頭地下手遺跡出土の石錘について　 
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オイカワ、ウナギ等であろう（註 14）。

　(5) 　川辺川も流域により環境が異なり、魚類の生

態系も違う。今後は河川形態型（註 15）にも留

意し、流域の遺跡の分析をさらに実証的に行う

必要があろう。

　(6) 　縄文期の川辺川の遺跡では、各遺跡で一定数

の石錘が出土している。川辺川流域（五木谷）

の 7ヵ所の縄文遺跡を、立地と規模、石器組成

により類型化し、その性格を論じた木﨑康弘氏

の試論がある（註 17）。析出された settlement 

pattern には賛成である。さらに道具等の分析を

すすめ、川辺川流域の縄文時代の様相を明らか

にしていきたい。
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